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‘

 

.近
；ニ
年
有
餘

0

m
m
.
我
國
產
槳
界
の
.各
方
面
を
脤
は
せ
る
好
景
氣
の
氣
運
は

li
三 

機
に

.際

.會
せ
る
も
の
、
如
ぐ
、事
業
不
振
に
惱
め
る
企
.業
家
の
漸
次
其
數
を
加
へ 

産
業
界
の
不
振
又
は
不
安
の
嘆

*

は
漸
く
各
方
面
に
喧
傳
せ
ら
る
>に
至
れ
る 

丨
。
而
し
て
其
の

‘所
謂
る
不
揮
又
は
不
安
の
事

'實
は
怜
も
現
政
府
'の
新
施
設
た
る
所
謂
る
物 

偕
調
節
令
並
に
船
舶
管

»

令
等
の
公
布
と
殆
ど
時
を
等
ふ
■し
て
實
現
し
來
れ
る
も
の

多

•

が 

爲

•に
、此
嘆
聲
は
政
府
の
新
政
策
に
對
す
る
怨
嗟

.非
'雛
の
聲
ビ
相
和
し
て
殊
に
高
き
を
致
せ
る 

も
の
、
如
し
。
然
れ
ど
纖
つ
て
之
を
觀
れ
ば
產
業
界
に
は
何
れ
の
時
機
に

於

て

も

多

少

不
振 

に
苦
む
の
企

.

寒
あ
ら
.ざ
る
な

く
、前
途
の
安
全
を
危
ま
る
、
の
產
業
あ
ら

ざ

る
な
' 

し
。
蓋
し
！

經

.濟
，
社
食
に
於
て
は
能
く
社
會
全
般
の

®

要
の
存
す
る
所
を
洞
察
す
る
マ

」

共
に
劣
一
方
こ
於 

て
旣
存
の
生
產
耍
素
を
適

.

.宜
糾
合
し
て
其

®

耍
に

«

ず
る
生

®

事

舉

を

企

*
.
'
遂

行

す

る

こ

を

 

企

.業
瘃
の
職
責
ビ
す
る
所
而
し
て
企
業
家
が
能
く
此
職
責
を

.果
た

す

ヾ

」

否

ぐ

し
は
當
；該

企

業

の
 

振
木
振
成
功
不
成
功
の

.據
つ
て
岐
る

>

所
た
る
が
故
に
、各
企
業
：家
は
必
然
其
最
善
を
趣
し

®
 

ii
算
な
き
を
期
し
て
典
，
事
業
の
企
窬
經

.營
に
從
事
す
る
の
常
な
り
ど
雖
：も、企
業
家

i

GO
-
ビ
是 

れ

“
#
人
に
非
ず
時
に
其
豫
想

u

誤
な
き
を
得
ざ
る

V
J

共

R
、天
炎
地
異
社
會
的
事
變
等
全
く
人 

智
の
推
測
を
超
越
せ
る
事
變
の
時
に
突
發
し
て
其
豫
测
を
水
泡
に
歸
せ
し
ひ
る
こ
ビ
な
き
に 

非
す
從
つ
て
企
業
家
の
心
裡
を
窺
へ
ば
如
何
に
順
境
に
在
る
の
人
ど

0
4
0
當

®

の
寧

t

に
 

恶
し
て
多
少
の
不
安
を
感
せ
ざ
る
は
無
か
る
可
く

.又
數
十
百
萬
の
企
業
家
中

M

際
の
豫
測
を 

誤

>

爾
耍

R

適

*

せ
ざ
る
の
生
産
を
爲
し
て
其
事
業
の
不
振
を

«

つ，

#

多
少

.實
在
せ

ざ

る
は 

な
か
る
可
し
。

果

し

て

然

ら

ば

•■
部
に
産
業
の
不
振
を
卿
ク
の
士
常
に
絕
ぇ
ざ
る
ビ
共
に
、斯
 

る
不
振
に

IS
-
會
し
相
る
の
危
虞
即
ち

.

.所
謂
る

■不
安
は
何
れ
の
時
ビ
雖
も
#
方
面
の
库
業
に
多 

少
存
在
せ
ざ
る
こ
ビ
な
し
。

換

言

す

れ

ば

1
部

の

不

振

ビ

共

に

一

般

の

不
安
は
現
代
*
業
界 

前

往

の

取

實

な

b
。

然

る

に

最

近

に

至

6

]l
b

嘆

鰥

の
特
に
著
し
き

を
致
せ
る

所
以
の

も

の

は

 

策
十
一
盤

(

ー六〇九

)

論

訧

所

f

蠢
评
の
不
资
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六
5)

論

m

所
？

農

界

の

不

浚
、

1

0
 

.

何
.を

や
o
. 

.

 

.
'

.

惟

ふ

に
世
.
.間

け

多

數

の

。
企

：、業

家

の

豫

测

其

度

に

適

：

I

生
i

ね
雷

I

適

♦

し

て

'各

企

業
何
：れ
も
豫
想
相
當
若
し
く
は

.豫
想
以
上
の
利

®

を
收
め
つ
>
あ
る
好
最
氣
期
に
於
て
は
一

丧
パ
ノ
数
の
企
業
の
失
敗

'又
は

.

.不
振

.：は
世
間
多
數
の
注
目

.す
る
，所

^

S-
ら
ず
、又
.斯
る
時
期
の
辟

V」

し
て
企
業
家
の
像
想
多

く

a

中
せ
る
の

*

あ
る

が
故
.に
、各
企
業
家
も
亦
其
將
來
の
成
功
を

推
想
し
で
不
安
を
感
ず
る
こ

V」

割
合
に
痛
切
，な
ら
ざ
る
な
ぅ
。
即
ち
世
間
一
役
は
服

.
J
の，好

景
氣
に
，眩
惑
し
て
將
來
の
不
安
を
.感
ず
る
者
割
合
に
少
な
し
ビ
雖

.も
、形
勢

.
i

或
る
一
部
の

產
業
に

.重
大
，な
る
變
動
起
ぅ
て

' 大
破

k

を
曝
露
す
る

.か
、巷
し
ぐ
は
景
氣
の
昴
進
正
に
其
絕

M

を
經
、過
し
て
將
來
の
不
景
氣
を
豫
想
せ
し
び
る
の
事
實
眼
前
に

.現
は
れ
來
.る
乙
と
あ
る
に
们

て
.
は
好
ま
靠
弗

^

潜
在
せ
る

.
|般
の
危
虞
心
は

.實
際
提
怖
と
な
り
、企
業

.心

0'
萎
靡
と
な

6

て

此
所
に
所
謂
る
產
藥
界
.の
不
安
を
現
出
す
る

R

至
る
。
我
國
最
近
の
產
業
界
不
安
の
叫
び

i

S

5

1

般
的

5

心

S

S

外

f

i

r。
換

.

f
れ
ば

f

將
來
.に
吟
て
不
最
氣
ニ

陷
る
の
處
多
き
產
業

漸

く

壻
加
し
來

6
、多
數
企
，業

.家
，の
畏
怖
心
頓
.に
發
現
せ
る
の
結
果
こ
外 

な
ら
ざ
る
な

&
o

_

我
が
最
近
の

|1
濟
界
を
通
觀
.す
れ
ば
、兎
に

角

將
來
.の
不
景
氣

?:
危

慑

y

つ 

> 
ぁ
る
產
業
の 

%

に
僧
力
せ
る
は

.事
實
な

!)
。
當
局
企
業
家
が
各
自
旣
往

：.

兩
三
年
の
好

®

*
を
將
來
に
豫

®J 

し
雛
し

w

薇
悟
せ
る
者
益

>
多
き
を
加
へ

.來
れ
る

k

共
に
、急
轉
直
下
の
景
氣
皮
動
欠
提
る

、

*
 

漱
く
刘
は

'れ
る
は
殆
ど
凡
て
，の
產

'業
に
於
け
る
現

.下
の
實

.狀
な
か
。

而
し
て
此
產
業
界
の
不 

安
は
隼
に
今

r
n

の

現

狀

.に

止

ま

ら

ず

し

て

將

來

益

 

> 其

度

を

加

，
へ

其

.

.
範

1S
を
鑛
大
せ
ん
ヾ
し
す
る 

の
形
勢
す
ら
誕
め
ら
れ
ざ
る
に
非
ず
。
此

^

於
て
か
其
救
治
の
策
：

.を

_
.じ
、其
ホ
安

?:
刈
除
す 

る
の
案
を
云
爲
す
る
の
：議
論
»
々

た

る
に
至
る
。
亦
宜
な

&

ず

€

せ
ず
雛
も
^

も
斯
る
社
會 

の
大
勢
に
對
し
て
其
傾
向
の
、轉
換
又
は
逆
轉
を
策
せ
ん

^
欲
せ
ば
®
人
は
須
ら
く
其
由
つ
て 

來
れ
る
原
因
を
明
に
せ

'ざ
る

.可
ら
す
。
蓋
し
其
原
因

.の

.性
，質
如
何
は
之
が
：對
策
立
案
の
前
提 

た
る
と
共
に
其
對
策
實
行
の
能
不
能
、成
功
不
成
功
の
由
つ
て
決
せ

.

.ら
る
、
根
本
た
れ
ば
な
夂 

歌
て
問
ふ
我
が

*
.近

に

：於

け

る

產

業

界

不

安

，
の

原

因

何

れ

に

.在

キ

やO 

,

i 

§
の
論
潘
殊

R

現
政
府
反

.
對

の

滕

度
.
を

持

す

る
.
論
客
.
は
其
原

' 

因
；を
政
.
府

の

政

策

に

歸

し

.、
 

此
.不

安

を
,

せ

る

者

：は
.
不

徹

底

な

る

物

憤

調

節

管

理

令

等

0

‘新
，施
'
鼓
、米
.
國
の
.鋼

攀

楡

#
-
‘
■ 一̂

(

--
r

ノ
一
一)

論

説

，汐
•部
名
.產
業
界
の
不
安
' 

.第
卜
ニ
虎
： 

'

五
'
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八六

一

,

.

•

出
禁
止
、金
輸
出
禁
业
等

5:
致
さ
し
め
た
る
外
交
政
策
等
に
在

>'
ビ
爲
す
の
風
あ
り
。

ft
等
各 

y 

0

の
新
施
設
が
外
交
上
の
事
件

S
共
に
恰

力

時
を
：等
ふ

し
て
發
生
し
、一

部
物
價
の
昂
騰
を
抑

1
.

, 

’

制
し

て
多
年

p .

續
し
來
れ

.
る
好
景

.

氣
の
氣
勢
を
殺
げ

.

る
事
實
'は
吾
人
之
を
認
め
ざ
る
に
非
ず 

. 

V
J

雖
も
、然
か
も
單
に
此
等
の
事
實
を
以
て
最
近
，に
於
け
る
產
業
界
不
安
の
根
本
原
因
全
部
の

1...

' 

■ 

.

f::

':

原
因
ピ
爲
す

.

に
至
つ
て
峰
吾
人

} »
.

か
疑
な
き
を
得
ず
。
前
大
隈
內
閣
時
代
の
施
設
は
暫
く
之

- 

.

.

:
 

.

を
摘
き
近
べ
現
內
閣
の
施
隊
，せ
る
所
の
み
に
就
て
之
を
觀
る
も
、金
融
調
節
を
目
的
と
せ
る
內 

I,  

—

外
偾
發
行
の
如
き
大
に

.
物
價
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
き
政
策
の
旣
に
以
前
.に
實
行
さ
れ
又
は
立 

一
 

案
公
布
さ
れ
た
る
も
の
な
き
：に
非
ず
。

一
片
未
實
行
の
所
謂
：る
威
腿
的
法
令
以

'
1

好
景
氣
の

で： 

•

買 

，大
勢
を
挫
く
の
力
あ
る
も
の
な
り
ビ
せ
ば
此
等
旣
遂
の
政
策
は
勿
論
前
內

•開
の

.非
募
債
主
義

を
.拋
棄
，せ

る

現

.內
開
の
成
立
其
自
身
旣
に
好
景
氣
■の
大
勢
を
挫
折
す
可
き
箬
な
る

に
、然
る
に 

1

辱
實
は
之
に
反
し

一

般
逾
業
界
の
好

.景
氣
は
現
內
閣
の
治
下
に
於
て
其
勢
を
持
續
せ
る
の

.
^

な
ら
ず
、爾
來
十

,

丹
間
は
益

*
其
勢
を
昂
め
來
れ
り
。
外

.交
：上
の
事
變
.及
び
之
に
對
ず
る
政
策 

:
'亦
之
と
等
し
く
、英
國
の
羊
毛

_

輸
、
^

怫
諸
國
の
各
種
輸
入
禁
止
等
我
國
當
業
者
の
希
蓮
に
協

.

は
ざ
る
幾
多
の
政
策
の
與
國
政
府
に
依
り
て
敢
然
實
行

3

れ
た
る
も
の

»

だ
少
な
か

>
bざ
う

し
に
拘
ら
す
、我
が
產
業
界
に
於
け
る
不
安

.の
聲
は
遂
に
聞
く

}:
至
ら
ざ
ぅ
し
が
如
し
。
由
是

觀
.之
單
に
.政
府
の
施
設
を
以
て
與
下
の
不
安
の
主
因
と
看
做
せ
る
.輪者
の
說
に
は
吾
人
は
赞 

す
る
を
得
ざ
る
な

>
9 

0

.

然
る

'
に
又

一 .

方
に
は
貿
罗

_

係
.
の
激
變
を
以
て
此

.
'不
安
の
原
因

V
J
.

爲
す

«

あ

り

。

實

.

.
に

米
 

國
の
參
戰
と
之
に
伴
ふ
同
國
の
貿
易
政
策
は
實
に

ii

[
接
間
接
の
關
係
當
業
者
に
不
安
の
念
を 

抱
か
し
め
た
る
も
の
な
き
に
非
ず
。
彼
の
鐵
の
輸
出
禁
止
は
我
が
造
船

.
業
者
の
み
な
ら
す
、各
 

種
の
機
械
工
業
家

?:

初
め
輸
入
機
械
に
依
賴
せ
る
幾
多
の
エ
業
，者を
し
て
芩
將
來
を
懸
念
せ 

し
め
、其
の
金
輸
出
禁
土
は
我
，が
當
路
者
の
金
輸
出
禁
止
を
促
し
て
印
度
棉
花
楡
入
の
困
雛

S
 

SI

支
賀
易
將
來
の
危
險
ど
を
危
惧
せ
し
ひ
る
に
至
れ
る
の
み
な
ら
ず
、敢
然
た
る
其
施
設
は
搽 

來
に
於
て
更
に
生
糸
茶
等
の
輸
入
禁

it

又
は
綿
花
の
輸
出
禁
北
を
も
實
行
す
る
に
至
ら
ず
や 

と
懸
念
せ
し
む
る
に
至
れ
り
。

一
部
企
業
家
の
不
安
を
感
ず
る
に
至
れ
る
眞
に
宜
な
ぅ
と
雖 

も
、併
し
前
に
も
述
ベ
た

^

が
如
く
從

.來
英
佛
其
他
の
與

H

の
各
種
の
禁
輸
又
は
賀
易
制
限
に 

基
づ
け
る
一
部
企
槳
家
の

 

'困
雛
ビ
不
安
ビ
に

M-

に
動
か
ざ

b

:L

我

が

一

般

實

業

家

.の
心
膽
が 

單
に
米

®

の
政
策
の
爲
に
斯
く
も
甚
^
し
く
動
か

S

る
可
し
ビ
は
吾
人
亦
之

?:

信

ず

る

を

.得 

、

.
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論

m

所
则
る
産
業
界
の
不
安 

.

笫

十

ニ

诚

'

V

t
:
'
縱
.令

a

米
國
の

»
:る
.政
：策

を

全

：
然.
.

吾
：：

意

.0
«

^
變

ま

，せ.し

«
.る
' こ：VJ.:.

は
：
.不
可

‘能

$
.
 
p

Ur
レ，

す
る
も
、其
善
後
の
政
策

k

就
て
は
：尙
ほ
爹

'

少「

の
望
.

；

き
に
非
す
、又「

其

望

絕

え

^

ヵ
ビ
す
る
も 

他
に
幾
分
か
之
を
補
ふ
の
途
な
き

' 

に
非
ざ
る
は

0
去
^

 

M
妙
る
幾
多
の
事
實

©

之

を

示

.
せ
一
る 

も
の
あ
る
な

3

。
然
る
に
之
に
枸
ら
ず
、英

.

怫
の
禁
輸
の
場
合
の

.

如
.

き
未
經
驗
な
•る
當
時
に
甚 

'た
し
き
不
安
を
感
せ
ず
し
て
經
過
し
た
る
我
が
産

.

業
界
が
旣
に
數
次
之
を
經
驗
し
た
る
今

H
 

r

及
ん
で
取
の
汝
く
甚
た
し
き
展
怖
の
念
を
起
す
可
し

€

は
如
何
に
し
て

t
p

吾
人
の

1

^
す

る
能
は
ざ
る
所
な
り
。

,
• 

*

- 

/

產
業
界

J

般
の

'不
安
の
根
本
原
因
が
斯

.の
如
く
政
府
の
政

•策
に

'
:非
す
、又
對
外
資
易
の
關
：係 

に
も
非
ず
ビ
せ
ば
戰
局
の
推
移
に
之
を
求
む
可
き
か
。
實
に
，露
軍
は
益

 

>敗
退
し
て

「

ジ
ガ

」

は
陷 

り

，
ル
チ
ク

j

艦
隊
は
全
滅
に
瀕
し
て
內
飢
益

^
織
な
り
。
英
軍
の
猿
«
日
に
傅
へ
ら
る

 

> も 

^

^

出
の

^

跡
觅
に

^

む
可
き
も
の
な
く
敵
第
の
疲
弊
日
に
傅
へ
ら
る
、

ネ
獅
軍

一
度
向
ふ 

て
伊
軍
戰
線
全
く
守

?:
失
ふ
。

戰

.
-.
M

の
推
移
益

"
我
が
與
國
に
，有
利
な
ら
ざ
る
の
形
跡
日
に
月 

.

益
>
明
な
る
：に
至

$

て
は
吾

.が
產

•業
當
局
者
の
將
，來
を
危
惧
す
る
亦
一
现
な
き
に

#

ずヾ
し

0 

も
、飜
つ
て
旣
往
を
顧
れ
ば
斯
る
形
勢
は
敢
て
今
日
に
初
ま
れ
ゐ
に
非
ず
。
露

?

ガ

y

シャ一の

§a
l
g
j
a
3

r.

敗
退

よ

ク
同
國
革
命
の

勃

發
、寒
耳

比
の
滅

I

 

ロ

.-
力」

の

退

嬰

何
れ

％

其

®

に

f

る
な

L

. 

踟
勢
の

與
國
に

有
利
な
ら

し

s

は
少
な
く

し

て
不
利
な

 
>

し
W

は
.

既

往

常

に

，爹

か

ぅ

し

な
K

y

,
 

然

力
も

^V

街
に
於
て
我
が
產
業
は
發
展

し
、我

が

經
濟
界

は

好
最

氣
な
办

し

な
り
。

然
る
に
最 

近
に
至

A

同

一

の

事
情

が

直
に
反
對

0

現
象
の

M

因
ビ
爲

6

不
安
の

根

本
顏
因
ヾ

」

な
る
可
し 

V
J

は
®

人
は
之
を
信
ず
る
を
得
ず
。

與

國
の
戰
敗
は
多
少
不
安
を
感
せ
し
む
る
に
相
違
な
し 

ビ
亂
も

最
近

見
る
か
如
き

I

般
的
不
安
を
感
せ

し
む
.る
に
は
更
に

他
の

原
因
の

大
に

之
を
助 

く
る
も
の
あ
る
を
覺
え
ざ
る
を
得
ざ
る
な

b
。

產
業
界
不
安
の
岍
び
が
.最

近
'

:
 

ニ
個

月

以

來

頓
に
高

.f

來

れ

る
よ
&

觀
れ
ば
、世
人
が

其 

原

因

を

最

近

發

生

の

事

實

に

求

於
.て

此
R

如
上
の
言
を

爲
す
も
決
し

て
怪

む

に

足
ら

ず
。

又 

如

上

の

事

實

は

何

れ

も

最

近

不

安
.

の
、事

.

實
發
瑰

'

と

殆

ど

時

?:
;

同

ふ

し

て

相

續

出

せ

る

の

み

な 

ら
ず
、一

部

の

人

士

に

著

し

く

.不

安

の

念

を

起

さ

し

め

た

る

こ

ど
も
亦
爭
ふ
可
ら
ざ
る
次
第
な 

れ
ば
其

0

B
は
,
然
之

を
否
認
.す
可

&

R
非
ざ
る

こ

と
勿
論
な

i

と

離
名
、然
炉

も
同
様
の
事 

實
ヵ
旣
札
に
於
て
旣
に
幾
度
か
發
生
し
な
が
ら
遂
に
最
近
に
於
け

る

が

如

き

不

安

の

’
_

實

を 

現
出
せ

’

？

し
よ
々
觀
れ
ば
、吾
人
は
觅
に
此
等
の

.

蕾
：實
以
外

R
..1,

層
■

根
，本
的
な
，
る、
大

.

な
る
'事

筇
十

i
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六一
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激
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第

十

二

钺
九
〇

,

實
の
此
不
安

?:
M 
0

せ
し
め

*

る
の
も
あ

•る
を

®

え
ざ
る
，を

#

す
。
惟
ふ
に
如
上
の
好
畴
次 

何
れ
も
此
不
安
を
實
現
せ
し
め

^

る

一

部
的
助
因
に
過
ぎ
ず
、其

m

本
的

.原
'因
に
至
う
て
は
別 

に
他
に
存
す
る
も
の
あ
る
な
り
。
他
な
し
旣
往
に
於
け
る
斷
濟
界
の
大
發
展
，大
好
景
氣
即
ち 

®

な
り
。
凡
そ
事
の
成
る
や
成
る
の

0.

に，成
る
に
非
ず
し
て
必
す
由

0

て
來
る
所
あ

b

o
.
產 

業
界
の
不
安
の
起
る
亦
其
範
に
漏
れ

t

M

く
由
つ
て
來
る
所
あ

6

。
.之
に
先
立
つ
好
景
氣
は 

即
ち
其
本
源

に

し

て

，

不
安
は
經
澈
界
の
大
發
展
と
大
好
景
氣
の
趨
勢
に
伴
へ
る
當
然
の
.結
果 

に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。

三

熟
ら
く
：最
近
雨
三
年
間
に
於
け
る
我
が
經
濟
界
好
激
氣
の
由
來
を
稽
ふ
る
に
；
に
世
界 

的
供
給
の
不
足

.に
在
り
。
世
界
的
大
戰
亂
に
伴
へ
る
各
.種
貨
物
の
供
給
不
足
は
我
國
の
生
產 

に
靴
す

.る
世
界
の
需
喪
を
激
塯
せ
し
め
、此
需
要
の

.激
増
は
物
價
の
騰
貴

5:
促
し
て
此
に
我
が 

最
近
の
好
最
氣
を
現
出
せ
し
め
た
る
な
う
。
蓋
し
大
飢
の
發
生
と

.共
に
歌
洲
の
エ
業
國
縣
に 

同
盟
國
ょ
う
ず
る
輸
出
は
交
通

V
J

共
に
著
し
く
妨
窖
せ
ら
れ
、其
輸
出
障
省
に
基
づ
く
中
立
諸 

國
及
び
聯
合
諸
邦
に
於
け
る
供
給
の
缺
陷
は
先
づ
第
一

に

米
國
友
び
我
國

等

の

產
業
に
向
つ

て
雛
耍

I

f

し
め
た
る
も
の
？

-0
第
二
に
國
ヵ
墓
げ
て

5

つ
、

t

歐
洲
諸
邦 

力
コ
業
上
の
先
進
國

'に
し
て
然
か

.も
此
.等
諸
邦
の
齑
業
が
戰
寧
の
爲
に
生
產
力
を
減
じ
た

る 

の
結
架
は
其
輸
出
の
減
退
と

®

i

減

S

缺
陷

S

し
く
 

H
米
等
の

X

業
に
向
？

補
充 

i

も
る

5

金
れ
る
も
の

め
i

第
三
に
は
交
戦
國

.に
於
け

.る

S

品
の

f

要
激
增
せ
る
の 

結

S

國
內

s

f

滿

f

る

f

t

て

£

供
給

S

 
く

S

に

5

、■

要
の
延 

a

て

&

く
我
國
化
至
れ
る
も
の
亦
甚
だ
少
な
か
ら
ざ
る
、な
ト
。
是
に
於
て
か
我
國
生
產
業
に 

し

y

功
も

5

の
新

5

に
應
じ
得
る

s

 

H 

s

 

S營
業

i

底

5

要
を
充
た
す
に

. 

足
ら
ず

1

3

張

以

之

す

る

も

一
時
に

@

湊
し

T

、然

t

s

舊
來
の 

供
給
の

H

に
益
：不
足
を
吿
ぐ
る

ビ
共
に
益
，外
國
に

S

て
要
求
し
來
る
其

®

要

S

加
に
ょ 

通
底
充
分
に
應
ず
る
を
得
ず
。
我
國
の
此
等
生
產
業
者
は
米
國
其
他
の
戰
闘
圈
外
に
立
て
る 

諸
國
の
生
產
槳
莕
ビ

‘典
に
其
事
業

.

.の

0
.
張
遂
行
に

.：

r

も
亦
足
ら
ざ
る
の
實
を
現
せ
り
。
万
し 

て
此
必
給
の
不
足
は
必
然
の
結
果
ビ
し
て
其
生
產
物
の
市
儇
昂
騰
を

#

a
其
市

®

昂
騰

4

企 

業
家
を
初
め
ビ
し
て
勞
働
著
商
人
等
其
、產
業
從
事
者
の
吹
益
ど
箸
し

く

增
加
せ
し
め
た
る
も 

の

t

if
f
し
て
供
給
愈
丨
不

’足
し
て
市

®

_
_騰
貴

.す
，る
其
傾
向
，は

..

益
.
>當
業
，
*

の
希
望
¥
:
大
な 

?
 

5
 (

一

ハ

一
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論
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史
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第卜•一
 

E
 

L ニ
 

ら
•し
め
遂

R

先
づ
此
等
の
'康
業
從
事
漭
を
し
て
前
途
洋
々
た
る
好
泶
氣

の
風
®

に

漂
は
.し

め
、
 

幾
參
の

.
成
金
此

.
に

續

出

し

：て

世

或

正

に
.
黄
金
.：時

代
^

入
^

る
の
'
雛
a>
6

し
め
.
处

る

な
>
0
,
0 

冷

は

れ

抑

る
.
’
*

湖
の
展
氣
は
勿
：論
同
時
に
一

.
切
.

の
-
逄
業
界
を
纖
へ
る
に
非

.
ず
。
之
を
我

il
- 

に
觀
る
も

一 .

切
の
生

' 
產
物
悉
く

^

國
の

M

要
に
適
す
る
も
の
に

#

t

外
國
，に
金
く
需

0

な 

&

純
內
地
向
の
商
品
の
生
產
せ
ら
る
、
も
の

.
少
な
か
ら
ざ
る
は
何
：人
％
知
悉
，す
る
所
に
し
て
、
 

此
等
の
商
品
に
對
し
て
は
，開
戰
後
と
雖
も

f

t
に
興
霄
樊
の
增
加
を
見
；た
る
：に
弗
す
。

從
つ
て
、

1

見
邱
戰
爭
最
氣
の
幸
運

^

浴
す
る
を
得
ざ
る
や
の

?»
な
き

.に

.，非
ず
と
雖
も
、事
實
は
然

.ら
ず
。
 

凡
て
最
氣
の
常
？
し
て

i

業
に

.起
れ
る

.好

M

氣

3C
は
不
承
氣

の
.風
瓢
潮
は
必

•ず
多
少

®

影

#
 

を
他
の
逄
業
に
波
及
す

る

の
性
質
あ

.ぅ
。
之
を
最
近
の
好
景
氣

R

徵
す
る
に
、前
述
：の
輸
出
產 

業
に
於
け
る

.好

M

氣
先
づ

.起

P

て
此
に
其
産
業
從
事
者
の
所
得
僧
進
、

)*
質
力
增
加
ビ
爲

6
、此 

購
貝
カ
の
墙

®

は
览
に
其
需
要
品
の
生

.產
業
に
於
け
る
好
最
氣
を
誘

.起

し

て

、丼

影

響

：
を

第

三
 

の

產

業
I

及

ぼ

せ

る

の

實

ぁ

ク

。il
u
し
て
此
好
，景
氣
波
及
の
程
度
及
び
，箱

B

は
.當
初
海
外
の 

W

要
泔
加
ビ
基
づ
く
好
景
氣
に
，裕
せ
る
產
寒

.の
S

の
廣
汎
な

b

し
丈
け
殊
に
廣
く
丑
つ
.大 

な
b

し
力
如
し
。

II
I

ち
®

氣
は
常
に
波
及
性
を
有
す
る
も
の
な
れ

.ど
も
道

.囘

Q

好
設
氣
其

’

'波
及

の
.rL
s

傾
に
廣
く
典
波
働
亦
麟
る

.大
な

'り
し
の

'實
.
.あ
ぅ
。

己
れ
、即

.ち

.最
近
に
於
て
殆
ど 

前
例
な
き
高
度
の
，！般
的
大
餵
氣
を
現
出
せ
る
所
以
た

.る
な
り
。

.

.加
ふ
る
に
>最
錄
の
好
叕
氣
は
其
原
因
の
大
々
的
供
，

#

不

尨

、持

.續

的

の

供

給

不

足

に

基

け

る
 

丈
け
其
持
續
性

.も
，亦
普

通

の
場
合
に
於
け
る
好
棄
氣
の
例
を
逸
せ
り
。
藍
し
普
通
.の
場
合
に 

於

T-

は
好

^
:
'氣
の
マ
度

」

部
產
業
に
發
生
ず
る
や
、其
産
業
に
於
け

る

生
'產
の
擴
張
は
久
し
か 

b
ず
し
て
.其
絕

f

に
.遂
し

5-
1

E
耍
し

」

平
均
す
る
に
至
る

.の
常
な

.れ
ど
も
、這
囘
の
好
®
氣
は
之 

ビ
.興
な
り
、戰
局
の
擴
大
と
典
に
益
パ
緊
張
せ
る

II
要
の
增
進
は
供
給
を
し
て
容
易
に
需
耍
に
追 

.求
す
る
を

.得
せ
し

.め
ず
、職

#

の
繼
績
ビ
共
に
久
し
く
其
進
運
を
：持
續
；せ
し
め
た
る
も
の
あ
り

< 

多

^

果
世
人
を
し
て
苟
も

.戰
爭
の
繼
續
す
る
踉
ぅ
此
好
濟
氣
は
特
續
す
る

も

の
な
る
の
感

?: 

抱

.か
し
め
、普
通
の
場
合
に
於
て
は
世
人
■を
し
て
反

II
の
製
，來
を
海
惧
せ
し
む
る
程
の
市
惯
の 

昂
騰

.も
、道
囘
の
殻
氣

.に

.於

.て
は
殆
ど
全
く
危
懼
の
念
を
抱
か
し
め
ざ
る
に
至
れ
る
の
狀
あ
り
。
 

爲
し
染
來
藥
保
を
初
め
と
し
て
.幾
多

CD
.商

,a
の
前
'例
な

•&
市
®
の
昂
騰
を
示
し
な
が
ら
然
か 

も
數
十
個
月
に
百
一

0

て
i

靡

.も
'低
落
の
形
跡
な
く
刺
づ
セ
益

■

貴

.の
#

を
示
せ
る
ょ

6

觀
れ 

ば
世

.人

.の

此

る

，

念

，を0
V
\ 

R
至

れ
'
る
.も

亦
'宜

a

ら

ず

と

せ
^

る

な
'
b
o 

■
:

,银
十
.
1卷
.
.
C

E九) 

'論
V
'
.
興

-
'観

I

I
,の

囊 

へ

牟

ニ

號
：

I



■ 
.
.
.
-
. 

' 

•
. 

....:•.- 

.

.
•
-
■•
 

•
'
. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

. 

. 

■

•
 

•
•
•
.
-
. 

■
■

-
>
•
:
■-
•■
 

,

.. .

.

.

.

- 

.
:
.'
.
.
.
-
ゾ.

■ 

■ 
.-■
 

I 

■ 

- 

• 

• 

•
: 

—

-
-
-
.
■ 

\
. 

.

.

.

. 

- 

. 

, 

. 

.

)l
-
.
:
.
:
.
. 

- 

- 

: 

. 

■ 

• 
-
•■•■-
 

■ ■ ■ 

-
. 

■
■

-
'
.
■
■
■
-
 

- 

- 

-

/

.

’ 

-. 

T 

-

郯
十
，ー
饴

(

一
六
ニ
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論

說

所

謂
.る
逄
槳
界
の
不
安.

第

十

二

號
A
MJ

:

,

然

^v
而
し
て
好
景
氣

0

此
.持
續
は
，又

.其
：！，方

.に
'於
_

v好
暈
氣

.
'に
通
有
次
る

'世
人
；の
投
機
的 

ft
動
を
愈

^

^
織
な
ら
し
め
、市
：價

.の

®

騰
を
し
て
實
際
，の

«

舉
，の
許
す
程
，度

以

11
^

遙
に
奔

.

逸
せ
し
め
た
る
も
の
あ

P

O

蓋
し

®

氣
昂
進
期
に
際
し
て
は
商
人
は
商
品
を
仕
入
る
れ
ば
即 

ち
利
潤
を

#

可
く
、生
產
蕃
は
生
產
す
れ
ば
即
ち
豫
期
又
は
豫
期
以
上
の
利

0
,を
得
可
き
が
故 

に
商
人
の

^

入

<£
^

^
業
者
の
生

'產
は
其
資
カ
設
備
の
許
す
限
り
擴
大
せ
ら
る

yは
自
然
の 

勢
ビ
い
ふ
可
く
，而
し
て
其
仕
入
も
將
た
又
生
產
も
人
に
先
ん
ず
れ
ば
、

*

ん
ず
る
程
益

 
>洧
利
な 

る.可

&

と
共
に
、其
服
賣
は
敢
て

^:
を
要
せ
ず

'

W
後
る
れ
ば

 

一
U

の
利
觸
を
生
ず
る
の
常
な 

る
が
故
に
商
人
ネ
生
產
業
者
も
_其
手
許
に
在
庫
品
を
增
加
し
て
敢
て
辭
せ
ず
*中

R

も
資
力
の 

裕
な
る
考
は
買
占
又
は
寶
惜
の
態
度
を
持

.し
て
只
管
其
在
庫
品
の
多
き
を
競
ふ
の
*
を
里
す 

る
上
に

®

R
先
物
の
買
約
す
ら
力
の
及
ぶ
限

b

之
を
試
み
て
敢
て
辭
せ
ず
、以
て
只
管
々
月 

々
に
騰
貴
す
る
代
價
の
騰
貴
に
依

6

て
益
減
利

^

を
增
大
せ
ん
ビ
期
す
る
に
至
る
。

而
し
て 

.代

®

騰
貴
に
依

b

て
利
せ
ん
；ビ
す
る
生
產
業
者
の
；此
爾
カ
は

®

R,一 

方
に
於
て
は
宄
原
料
の 

仕
入
に
於
て
も
亦
各
自
益

： ^
■
ふ
て
其
代
®
の
未
だ
昂
騰
せ
ざ
る
に
先
づ
之
を
仕
入
れ
ん
と
す 

る
投
機
的
の
盡
力

£

爲

b

ft
に
も
又
可
及
的
多
，額
の
原
料

0

菩
積
又
は

®

買
.駿
約

 

<
 爲
る

R

宠る然るに商人及び生產業者の此投機的行動は當該生產物の市場ょ办觀れば 

1

方
に
於
て
は
供
給
の
減
縮
に
し
：て
又
他
の
一
面
に
於
て
は

®

要
の
增
加

^

爲
る
が
故
に
、市
 

場
の
供
給
は
怊
も

.需
要
に
比
し
て

„
益
4
少
な
き
の
舰
を
呈
せ
し
め
、雷
恶
は
之
に
反

.
し
て
益

i
大
な 

の
觀
あ
ら
し
め
、市
價
の
騰
貴
を
し
て
實
際
の
商
品
在

高
に

對

す
る

需
要
の
關
係
以
上
に
‘著 

く 

T

價
を

1

負
せ
し
む
る
に
至
る
な
ぅ
。
換
言
す
れ
ば
商
人
及
び
生
產
業
者
の
此
投
機
的 

動
は
實
際
に
於
て
は
其
手
裡
に
於
け
る
營
該
商
品
の
生
產
及
び
現
在
高
を
增
加
せ
し
む
る 

典
に
，其
供
給
を
ば
實
縢
以
下
に
減
少
せ
し
む
る
の
實
あ
る
な

A

。
.然
ぅ
而
し
て

左

な

く

と 

旣
に

®

進
の
勢
あ
る
市
價
が
此

I

般
的
投
機
的
行
動
の
爲
に
著
し
く
其
昴
騰
の
勢
を
助
長 

ら
る
ゝ
は
言
ふ

迄
も
な
き
所
、好
最
氣
の
趨
勢
が
此
市

®

,
®騰
の
爲
に

®

に

著
し
く

翼
進
さ 

、
も
の
あ
る
は
復
た
多

言

を

®

せ
ざ
る
な

b
。
最
近
兩

I. 

一

 j

年
間
に
於
け
る
我
が
藥
品
其
他 

冷
な
る
商
品
の
市
場
が
其
商
品
の
缺
乏
又
は
皆
無
を
ロ
に

し
つ

、、然
か
も
其
市
の

著
し 

騰
貴
を
示
す
か
苦

1

く
は
市
惯
旣
に
其
絕
頂
に
達
し
て
、並
に
急
轉
直
卞
の
形
勢
を
示

3

ん 

i 

,
丨
1^
{

て

|:
;

外
に

^

澤
な
る
供
給
又
は
甚
だ
し
き
に
至

6

て
は
投
賣
の

.事
實

5:
現
ず 

に
至
れ
る
は

•正
に

I

大
部
分
の

’商
人
及
び
生
產
業

.考
の
間
に
斯
る
大
々

^

投
機
の
行
^
れ 

第
十
一
#
 
:(

ー
竺
ー
ゲ
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冒
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辦

十

ニ

诚

夺
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'
 

つ
つ
ぁ
办
し
を
證
明
す

.る
も

0̂
} 
‘
い
ぶ
可
し
。
：ニ 

W 

•
 

四

.

.

•

.

然
れ
ど
好
最
氣
は
由
來

.
一
般
に
激
烈
な
る
反
動
性
を
有
せ
ぅ
。
最
氣
の
昴
進
其

絕

買

に

達

\ 

す
る
や
急
：轉
直
下
の
一

大
反
動
を
生
じ
パ
既
往
數
年
月
の
間
に

_

次
昴
騰
し
來
れ
る
其
市

®
^

雄

11
-
.
'
1
の

=

^

1
落̂
し
て
出
に
不
ぶ
氣
迎
の
平
準
以
下
に
達
す
る
こ
と
す
ら
無
き
に

P

た
。

ゾ

V 

生
逄
業
者
及
び
商
人
の
最
も
畏
る
、
所
は
即
ち
此
反
動
に

.し

\し、此
等
の
：人

±

は
何
れ
も
此
.反 

.■. 

動
の
至
ら
ざ
る
に
先
づ
其
所
有
商
品
を
處
分
し
、充
分
の
利
益
を
擧
げ
て
反
動
の
®
失
を
免
る 

,

る
に
舎
心
す
る
な
り
。
然

6

ば
敢
で
開
は
ん
、此
反
動
は
そ
も
如
何
な
る
場
合
に
於
て
發
生
す 

可

&

か
。

由
來
物
價
の
騰
貴
に
は
卦
ら
限
度
ぁ

&
。
雷
要
の
增
加
に
伴
へ
る
物

®

の
騰
貴
.に
は
殆
ど 

.&

限
な

|

が
如
し
と
：雖
も
、需
要
の
增
加
に
伴
ふ
て
市
價
の
昂
騰
す
る
は
畢
竟
市
價
の
引
上
に 

依
ぅ
膦
貢
能
カ
比
較
的
雜
弱
な
る
騰
質
希
望
者
を
し
て
其
希

.望
を
放

SI
せ
し
め
其
®
耍
を
減 

じ
て

.以
て
之
を
當
尚
の
供
給
と
平
均
せ

'L
.め
ん
と
す
る
現
經
濟
組
織
の
妙
用
に
外
な
ら
ず
。

此
妙
用

.に
依
り
て
現
社
會
に
於
け
る
黹
要
ど
供
給
は
常
に
其
平
衡
を
保
ち

.つ

S

あ
る
な

t

故

^

最
近
に
於
け
る
世
界
市
場
の
如
く
舊
來
の
方
面
ょ
办
せ
る
供
給
ロ
に
減
少
し
、新
な
る
'需

要
月
に
加
は

$

つ
、
あ
る
の
時

^
.當
ヶ
て

.は

%

惯
は

^

に
進
み
月
に
品
凌

A

て
然
か
も
偷
ほ

力
く
諷

f

要
の
繼
續
す
る
こ

ビ
*
6
. 

VJ.

_

も
、凡
を
如
何
な
る
商
品
に
對
し
て
も
其

m
製
者
の

膦
質
能
力
は
無
限
な
る
も
の
に
非
ざ
る
が

.故
に
、其
市
價
の
騰
貴
一
定
の
限
度
に
達
す
る
.や
多

雄
人
士
 

0 

B
 

l

J

w

力
の

^

乏
又
は
务
等
な
が
ら
も
之
に
代

6

得
可
き

代
用
品

の
使
相
等
の
爲

に
舀
ら
其
需
要

.の
停
止
又
は
減

.退
を
見
る
纪
至
ら
ざ
る
を
得
ず
。

而
し
て
此
需
要
曾
噃

の
ぶ

び

f
r 

J又
は
逆

#

1
る
の
间
は
即
ち
市
價
の
絕
頂
に
達
せ
る
の
時
に
し

'
て
、市
價

「

度
^
^
頂

に
達
す
る
や
、生
產
業
者
も
商
人
も
復
た
豫
想
以
上
の
利
隅
濺
得
を
蓮
む
，を
#
ざ
る
の
み
な
ら

j

將
來

1

&
の
！T： 

#
騰
貴
を
豫
想
し
て
事
業
を
企
鸯
經
營
せ
る
.溝
は
損
失
を
■
る
の
外
な
く
、

I-
令

a

®
る
騰
貴
を
豫
想
せ
含
る
漭
と

*

も
、動
も
す
れ
ば
提
失
を
酸
す
の
危
險
な
き
に
非
ず

0

此

に

於

て

か

，所

謂

る

好

最

氣

は

：全

然

其

勢

|:
停
止
し
、好
景
.氣
期
の
投
機
は
ヽ
全
く
其
鋭
錄
を
挫 

折
せ

6

る

.> な

6

。
.

3

は
.
'
れ
市
债
に
し

_

て
_

軍
に
其
昂
騰
の
勢
を
停
止
す
る
に
止
ま
ら
し
め
ば
着
實
.な
る
企
業
家 

丨
S X
.

之
を
1 :

メ
る
の
必
耍
な
く
正
汾
の
刺

0
を
收
め
つ
、
安
ら
か

k

興
事
業
に
從
事
す
る 

李

一

卷

(

: :

ハ二三

)

論

E

所
纪
淹
業
界
の
不
安
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第
十一

盤

(
H

ハ
ニ
四〕

論

W

所
謂
る
.康
業
界
の
不
安

.

1 

馆十U

號

.

.九
^

を
得
可
し
。
然
れ
ど
も
事
實
は
常
に

.斯
る
平
靜
な
る
產
業
界
の

»

過
を
許
さ

'ず
心
最
氧

0
進 

の
停
此
は
直
に
典
逆
轉

VJ'

爲
I

て
.市
價
の
低
落

k

之
，に

#
.ふ
不
景
氣
を
生
じ
、甚
だ
し
き
に
至 

P

て
は

£

«
に

1^
ら
し
む
る
の
背
な

b
。
蓋
し
好

^

氣

®

R
際
し
て
は
爾
述
の
如
く
多
タ
の 

投
機
的
行
動
の
伴
ふ
あ
る
を
免
れ
ず
。

而
し
て
此
投
機
的
行
動
を
取
れ
る
者
は
固
ビ
市
價
の 

騰
貴
を
唯

j

の
目
的

V」
せ
る
者
な
る
が
故
に
、一
朝
市
價
玲
進
の

.
S

し

ビ
認
む
る
や
否
や

、!* 

及
的

.速
に
其
所
有
商
品
を
處

a

し
で
掼
失
の
危
險
を
免
れ
ん
ビ
計
る
が
故
に
、此
に
市
場
は
设 

'氣
部
進
期
巾
ょ
り
も

.多
量
の
供
給

?:
見
る
に
至
る
可
く
、之ヾ

」

反
對
に
蹲
買
希
麗
者
は
吸
前
の 

必
要
を
滿
た
す
の
外

1史
に
購
入
を
敢
て
す
る
者
な
く
、從
つ
て
需
恶
は
此
に
多
少
の
減
返
を
見 

る
に
至
る
の
常
な

6
。
然
る
に
此
供
給
の
增
加
需
要
の
減
退
は
必
然
多
少
の
市
價
下
落
を
伴 

ふ
可
き
が
故

6

其
下
落
は
更
に
前
述
投
機
者
流
の
心
膽
を
寒
か
ら
し
め
、競
ふ
て
其
所
有
商
品
、
 

4
ー
產
商
品
の
腴
賣
を
敢
て

.す
る
に
至
ら
し
む
可
く
、其
極
或
は
所
謂
る
投
寶
の
風
潮
を
生
じ
泔 

11
の
大
暴
落
、市
場
の
大
恐
慌
を
現
出
せ

し
む
る

.に
至
る
。

.
然
り
而
し
て
義
に
好
景
氣

W

に

^
 

て
は
利

_

の
希
盤
確
實
な
る
の
故
を
以
て
此
等
の
商
人
及
び
生
產
者
に
資
金
を
供
給
し
、其
生 

產
並
に
投
機
を
助
け
た
る
信
用
の
作
用
も

一

.朝
此
不
景
氣
の
襲
來
す
る
に
際
し
て
は
事
業

？)

不
安
を
懸
念
し
て
其
作
旧
を
緊
縮
し
、資
金
供
給
の
此
杜
塞
は
英
に
投
賣

' 

の
風
潮
を
激
成
し
て

益

丨

其

好

最

氣

の

反

動

を

甚

だ

し

か

，ら

し

tf
る
を
常
と
す
。
故
に
好
录
氣
の
此
反
動
は
爨
に
其

敖
氣
の

®

進
の
著
し
く
具
つ
永
續
の
年
月
長
か

6

し
丈
け
、反
動
の
.勢
も
亦
激
烈
な
る
の
常
な

t

最
近
我
が

株
式
界
、綿
糸
布
界
等
に
起
れ
る
反
動
が

.未
曾
有
の
激
烈
な

6

し
も
の
ぁ
る
も

畢
竟
其
景
氣
昴
進
の
勢
の
未
曾
有
に
强
く
、赴
つ
其
繼
靖
期
間
の

豫
想
外

R
長
か

6
.し
結
果
に 

外
な
ら
ざ
る
な

b

。

由
是
觀
之
、好
景
氣
は

.早
聰

.必
ず
其
反
動
を
見
ざ
る
可
ら
ざ
る
の

.運
命
を
有
せ
り
。

®

分

 ̂

政
府
の
干

S

 
く
、或

る

大

事

變の
：：

發

生

な

き

も

、市

價

一

度

其-絕

頂

に
0

せ

る

の

時

に

於

て

は
 

必
然
逆
轉
吵
運
命
、に
際
會
せ

ざ

る
を

.得
ざ
る
な

i

我
が
樣
近
に
於
け
る
綿
糸
布
市
場
の
反 

動
は

JE
に
其

r
it
な

h
o 

_
最
近
の
株
式
市
場
の
反
動
も

.將
た
又
幾
多
の
藥

S

類
の
暴
落
も
正 

に

»

の
如
く
し
て
起
れ

b
 

o
何
等
特
殊
の
被
府
の
政
策
に
由
る
に
非
す
、何
等
の
重
大
な
る
贸 

#

6
變

_

に
基
け
る
に
非
す
重
大
な
る
戰
局
の
變
化
に
依
れ
る

.に
も
非

.中
、漠
然
た
る
風
聲
鶴 

膜
に
驚
か

3

れ
て
起
ヶ
、然
か
も
其
風
聲
鶴
唳
な
る
の
事
實
明
瞭
ビ

' 爲
れ
る
の
後
に
於
て
も
ズ 

&
氣
は
遂
に
苒
び
囘
復
す
る
能
は
ざ
る
の
狀
態
に
在

4

な
ぅ
。，
然
ぅ
而
し
て
一
般
の
生
產
業 
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第
十
二
雜

5

ン

潘
及
び
商
人
殊
に
投
機
的
行
動
の
最
も
多
き
企
業
家
聚
の
最
も
畏
る
、
所
は
此
反
動
に

^

>
9 

此
反
勸
の
實
際
に
發
生

.せ
ざ
る
も
其
發
生
の
機
正
に
近
げ
る
の
事
實
一
度
：或
る
事
變
に
依
ぅ 

て
明

.に
せ
ら
る
、
や
企
業

.家
の
不
安
は
此
に
生
じ
、多
少
の
事
業
不
振
は
此
に
其
端
を
發
せ
ざ 

る
を
化
ヤ
然
る
に
此
反

1

機
の
接
近

^

最
も
明
確
に
現
は
す
も
の
は
市
價
の
騰
貴
其
絕

®
 

に
達
せ
る
の
形
跡
に
外
な
ら
ざ
る
が
故
に
、好
淥
氣
に
基
：づ

§

市

®

、の
站
.騰
が
一
度
其
正
常
の 

.猫
度
を
過
ぎ
て
步
を
進
む
る
に
從
ひ
、反
動
來
の
時
機
に
非
ざ
る
か
の

M

念
は
漸
次
加
は

P

來 

る
も
の
ビ

.い
ふ
可
く
、市
惯

0'
段
進
愈

-
甚
だ
し
き
に
從
つ
て
此
懸
念
は
益

>
加
は
る
も
の

k

い
は 

ざ
る
を

#

す
。

唯
.最
近
に
於
け
る
が
如
く
好
景
氣
期
の
永
く
繼
續
す
る
場
合
に
於
て
は
多

i
 

.の
企
業
家
は
單
に
其
服
前
の
收
利
の
大
に
眩
惑
せ
ら
れ
て
殆
ど
此
懸
念
を
忘
却
せ
る
の
«
な 

き
に
井
ず
と
账
も
苟
も
身
を
企
業

.界
：に
投
ず
る
者
多
少
靜
思
す
る
に
於
て
は
誰
か
此
懸
念
の 

各
母
の
心
柳
に
潜
在
せ
る
を
自
覺
せ
ざ
る
者
ぁ
.ら
ん

や

。

然
れ
ば
或
る

一

.ニ
の
產
業
に

^

T!
i 

又
は
恐
«
、の
事
實
起
々

•て
.少
し
く
世
人
の
注
意
を
促
せ
る
か
、若
し
く
は
或
る
事
件
の

s
s

然
發 

生
し
て
反
動
來
の
懸
念
を
囘
想
せ
し
む
る
も
の
ぁ
る
に
於
て
は
、一
般
に
潜
.在
せ
る
此
通
念
り 

顿
に

«

醒
せ
ら
れ
、所
謂
シ
產
業
界
不
安
の
念
急
に
加
は

•
り
來
る
に
_

る
も
亦
當
然
の
勢
た
る

な
.
り
。
，而
し
て
此
反
動
の
懸
念

.

.之
に

#

ふ
不
安
の

.
/&

惧
が
市
價
鉍
進
の
益

1
甚
だ
し
&
に
论 

益
丨
大
な
る
も
の
あ
る
も
亦
必
然
の
勢
な
り
ビ
い
ふ
可
し
。

#

敗
ょ

-o

•
し
て

.
之
?:
f

る
に
我
が
最
近
の
物
價
は
著
し
く
騰
貴
せ
り
。
而
し
て
其
嚴
貴 

f

t
潮
の
太
な
り
し
こ
と
も
亦
古
來
未
货
有
ビ
稱
せ

ら

る
。
而
し
て
其
騰
貴
は
令
や
或
る
商
一 

沁
^

!
り
て
は

1

に
其
絕

©

に
迷
し
て
復

^

伸
カ
な
き
も
の
あ

6

0

商
品
に
依
り
て
は

^

に
 ̂

反
動
を
示
し
て
大
に
下
落
せ
る
に
至
れ
る
も
の
あ

5

0
«

令
ひ
未
だ
下
落
の

it

解
，を
示

さ 

る
も
紙
に
其
騰
貴
の

®

上
に
接

.近
す
る
に

0

れ
る
な
き
や
を

*

は
し
む
る
の

S

品
は
日
に

V
V 

多
き
を
加
へ
來
れ
る
あ
り
。
或
は
實
際
上
尙
ほ
多
少
騰
貴
の
餘
地
あ
る
商
：品
ビ
雖
も
從
來

 ̂

於
け

.
る
豫
想
外
の
騰
貴
の
跡
を
觀

.
れ
ば
其
將
來
麟
る
懸
念
に
堪
え
ざ
る
.を
覺
え
し
ひ
る 

V

な

§

に
非
ず
。
所
謂
る
產
率
界

’
一
般
の
不
安
の

_念
.增
加
の

根

本
原
因
は
正
に
物
惯

M

點

( 

到
達
を
思
は
し
む
る
旣
往

.に
於
け
る
豫
.想
外
の
物
價

膦

貴

、
換

.言

す
‘れ
ば
好
渙
氣
的
氣
運
の

“ 

進
其
物
に
在
る
な

6
0五

耍
す
る
に

‘旣
往

R

於
•け
る
物
價
の
興
常
な
る
騰

ft
は
最
近
に
於
，け
る
產
業

-界
不
安
の
主

m 
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齚
十
i

1

Q

 ニ

な
り
。

齐
视
の
物

惯
豫
想
外
に
昂
騰
し
て

反
動

時
機
の
接
近
を

*

る

、
の

®

念
漸
く

强
く
一 

般
に
感
知
せ
ら
る
、
の
時
に
當
り
て
前

.
に
舉
げ
た
る
が
如
き
幾
多
の
^
實
は
輻
湊
し
來 

に
頓
に
不
安
の
念
を
一
層
明
に
自
覺
せ
し
む
る
に
至
れ
る
な
即
ち
政
府
の
新
に
公
亦
レ 

た

る
*

舶
營
理
令
、物

®

調
節
令
等
は
縱
令

a

其
發
'布
の
動
機
の
何
れ
に
在

り
し
に
せ

ょ
、物
便 

の
騰
貴
旣
に
其
適
度

.
を
超
過
し
、尙
ほ
一
層
の
騰
貴
は
一
般
公
衆
に
害
あ
る
も
の

V」

し
て
政
府 

の
榄
カ
を
以
て
し
て
も
之
を
制

®

せ
ん
ど
す
る
政
府
の
決
心
を
明
に
せ
る
も
の
あ

0

。
米

5| 

に
於

け

る
金
鐡
の
禁
輸
は
.贸易
に
對
す
る
障
寄
の

戰
局
發

展

V
J

共
に
益

-
加
は

b

て
復
た
旣
主 

にが
、妨
る
か

免
き

靡
調
な
る
資
易
の
發
展
を
許

3
 

^
る
に

至
る

や
の

懸
念
を
大

な
ら

し
め

e 

る
も
の
あ
ぅ
。
歐

,

戰
.
埸
^

於
け
る
戰
屈
の
推
移
亦
與
國
に
面

&

か
ら
ず
、不
利
益
な
る
講
和 

の
意
外
に
速
に
發
現
す
る
な
き
や
を
想
は
し
む
る
も
の
あ

6

0

.
我
が
金
輸
出
の
禁
止
に
中
ふ

' 

F

K

i
 乂
；
^
 

%

丨
獎

1

る
萝
^
の
障
镇
功
幾
多
產
業
の
將
來
を
懸
念
せ
し
め
た
る
も
の
な
き
に 

非
ず
。
職

#

歎
氣

今
や

正
に
其
絕
顶
に
達
せ
る
に
非
ず
や
と
は
蓋
し
少
し
く
思
盧
あ
る
客
の 

腦
视
に
發
生
し
來
る
可

&

懸
念
な
る
可
し
。

親
じ
來
れ
、ば
此
等
の
事
實
は
何
れ
も
最
近
に
於 

け
る
産
業
界
不
安
の
念
慮
を
誘
發
せ
る

.
有
力
な
る
助
因
ど
稱
ず
可
ぎ
こ
ど
勿
論
な
れ
ど
も
、并

し
前
節

誰
.述
せ
る
如
き
根
本
的
原

因
に
基
づ

く
不
安
の
念
*
の
一
般
に
潜
在
せ
る
も
の
あ
る 

に
.非
ず
ん
ば
此
等
の
助
因
が
單
獨
に
斯
の
如
き
一
般
的
な

る

不
安
の

懸
念
を
惹
起
す

る
の

力 

あ
る
可
し

と
は

吾
人
は
遂
じ
信
ず
る
能
は

ざ
る
な

b
e

六「

由
是
觀
之
、所
謂
る
產
業
界
'の
不
安
は
好
景
氣
の
發
展
に
次
で
當
然
發
生
し
來
る
可
き
必
ぶ 

の
現
象
な

A
。

^

も

1

度
好
景
氣
の
氣
連
を
生
じ
た
る
以
上
'其
終
末
期
に
近
づ
く
に

及
び
て 

必
ず
發
現
せ
ざ
る
を
得
ざ
る

1

種
の
氣
運
な

6
。

旣
に
.現
經
濟
界
の
大
勢
上
免
る
可
ら
ざ
る 

,
i定
階
段
の
現
象
な

A

ビ
せ
ば
苟
も
現
經
濟
飢
織
の
稆
纘
す
る
限

i

此
氣
運
の
發
現
を
全
然 

根
絕
す
る
は
如
何
な

る

政
府
，如
何
な
る
政
策
ビ

m

i
到
，底
能
く
し
得
る
所
に
非
ず
。

經
濟
政 

m

•の
能
く
し
将
る
所
は
企
業
家
各
自
の
愼
重
な
る
行
動
ビ
相
俟
ち
て
来
雨
柄
繆
の
策
を
講
じ
、
 

典
不
安
を
多
少
輕
減
す
る

一

事
あ
る
の
み
。
蓋
し
此
不
安
の
發
生
は
前
述
の
如
く
好
景
氣
期 

R

於
け
る
各
企
業
家
の
無
謀
な
る
投
機
的
行
動
に
基
因
す
る

Z
ヾ

」

最
も
多

&

が
故

に

、

各
企
業 

家
の

s
s

に
於
け
る
愼
重
な
る
行
動
の
氣
風
の
發
達
が
此
不
安
.%
輕
減
す
る
る
の
效
舉
あ
る
は 

い
ふ
迄
も
な
き
次
第
な
れ
ど
も

#

し
政
府
の
政
策

R

於
て
も
亦
時
®
に
適
せ
る
手
段
方
策
の

笫
十
1
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實
施

S

〃
、企
業

5

5

1

を

'促
し
て
好
業
の
終
止
期
に
於
け
る
此
不
安

£

h
す

る
可
さ
幾

.多

の

：途

の

存

、せ

デ

る.に

非

ざ

る

絮

ぅ

ラ

,
.

.
it
l
來
產

*•
界
の

S

«
並
に
之
に
先
立

^
產
寒
界
の
不
安
に
對
す
る
政
策
を
し
て

SS
全
に
效 

來
あ
る
も
の
ナ
ら
し
め
ん
が
爲
に
は
時
の
當
路
卷
た

-5
者
は
其
事
實
の
發
生
以
前
即
ち
最
唷 

ぁ
進
の
進
行
中
：

i

於
て
先
づ
其
最
着
進
の
調
節
に
着
竿
し
、好
景
氣
に
#
ふ
て
益
金
其
度
を
如 

へ
來
る
可
き
過
度
の
投
機
を
其
未
發
に
豫
防
す
る

.

.の
輿
設
に
出
で
ざ
る
可
ら
ず
。

.
即
ち
®
氣 

漸
く
順
潮
に
向
ふ
の
風
を
示
す
や
信
用
の
膨
脹
之

.に
伴
ひ
、而
し
て
其
信
用
の
膨
脹
は
動
々
も 

す
れ
ば
投
機

の
風
潮
を
飄
進
し
て
好

®

氣
の
氣
運
を

«

進
せ
し
む
る
の
傾
あ
る
が
故

S

氣 

の
昴
進
少
し
く
急
速
に
陷
ら
ん

k

す
る
の
形
跡
を
示
す
や
當
路
溝
た
る
考
は
中
央
飯
行
の
金 

矛
政
策
其
虬
適
當
の
方
法
に
依

6
.て
先
づ
其
投
機
熱
の
勃
興
を
抑
制
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
殊
に 

,、3
fB
の
ダ

A
 

f
の
或
く

;h(

4
;因
が
海
外
の
需

0
雜
咐
に
在
る
場
合
に
於
て
ば
愉
出
の
顺

®

R. 

伸
へ
る
通
货
の
膨
服
先
づ
發
生
し
て
信
用
の
膨
脹
を

.黎
進
す
る
も
の
あ
る
が
故
に
、其
通
貨
膨 

版
の
餘
弊
の
甚
だ
し
か
ら
ざ
る
に

' 先
ん
じ
て

f

な
る
公
債
政
策
華
他
適
宜
の
金
融

調

節

策

 

ir
®

へ、過
度
な
る
企
業
熱
抑

®

の
弊
に
陷
ら
ざ
る
程
度
に
於

.て

通

'貨

膨

脹

制

限

の

策

を

立

て

ざ
る
可
ら

t

斯
く
て
投
機
の
蘇
進
を
未
麻
に
防
遇
し
生
產
の
熵
張
を
し
て
撾
度
の
投
幾
ぶ 

ir
ら
さ
ら

1

む
る
は
龜
て
來
る
可
き
其
反
動
を
緩
和
し
、產，業
界
の
發
達
を
平
穏
.に
進
行
せ
し 

む
る
第
一
の
嬰
徑
な
り
。
喷
，燉
氣
の
站
進
期
に
於
て
少
な
く
ビ
も
其
進
運
の
一
部
を
祖
害
し
、
 

之
を
制
限
せ
ん
ビ
ず
る
此
極
の
政
策
は
眼
前
の
個
人
的
利
益
の
外
遠
く
一

 

般
の
利
益
を
順
孩 

せ
ざ
る
多
數
實
業
家
の
怨
魃
を
買

a

其
反
感
を
蒙
る
を
免
れ
ざ
る
可
し
ビ
雖

(

も
、笱
も
一
國
全 

般
の
利
益
令
代
表
し
、其
永
撒
の
利
益
を
確
保
す
る
を
以
て
其
任
ビ
せ
る
當
路
潘
た
る
者
ょ

W
 

ズ

i 

H 

^
1
の
ョ

¥=
&

§

に
顧
慮
す
る
所
な
く
敢
然
其
所
信
を
斷
行
し
て
、將

■來
に
於
け
る

•民

%

L

般
の
感
謝
を
質
ふ
こ
ぐ

」

?:
斯
す
可
き
な
り
。

.
典
他
、最
近
に
於
け
る
我
，が
產
寒
界
の
好
景
氣
の
如
く
其
本
源
が
急
激
，な
る
辦
耍
の
激
增
に 

存
す
る
場
合
に
於
て

.は
急
速
：な
る
事
業
搬
張
又
は
新
企
業
設
立
の
不
可
能
な
る
結
果
ヾ

」

し
て
、
 

勢
ひ
旣
存
の
企
業

?:
し
て
事
實
上
一
種
の
獨
占
業
た
る
の
地
位
に
立
た
し
む
る
が
故
に

、
I

 

の
企
業
家
は
時

W

し
て
其
有
利
な
る
地
位
を
利
用
し
恣
に
其
伋
給
品
の
市
似
を
引
上
げ
て
听 

謂
る
獨
占
的
利
益
を
觀
斷
せ
ん
ど
す
る
に
茧
る
の
危
險
な
き
に
非
ず
。最
近
に
冷
け
る
海
述

J

銀
の

U

S

2

5

S

騰

£

5

2

に

2

S

S

實

f

促
せ
る
も
の 

第
十

一

卷

(
i

l
l
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蠢
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一o

ム、
-

ぁ
4

し
に
せ
よ
、其
一
面
に

.

は
又
.

多
少
、其
商
人

.
及
び
‘
所
有
者
の
斯
る
横

-

暴
な
る

t

I t
^

a

因
せ 

A
も

0

な
き
や
を
憶
は
し

U

る
名
の
な
§
ド
非

^
。然
れ
ば
斯
る
場
合
に
於
で
は
：.政
府
は
一
般 

公
衆
の
利
益
の
代
表

.

者
く
し
て
此
等
獨
占
業

.

者.

0

代
價
政
策
に
予
涉
し
、或

.

は.

摩
接
の
市
®
公 

定
又
は

:M
V

他
の

f

限
^

依
ホ
、或
は
間
接
に
課

«

政
策
其
他
の

.

干
渉
に
依
キ
て
其
市
價
を

f !
J

限 

し
又
は
其
暴
利
を
制
限
し
.て
之
を
般
公
衆
の
利
益
に
轉
嫁
せ
し
む
る
も
亦
至
當
の
處
置
ヾ
し 

I
は
ざ
る
可
ら
ず
。非
常
時
期
に
於
け
る
非
常
の
政
策
ゼ
し
て
英
獨
其
他
の
交
戰
國
政
府
が
食 

米
.占

3

他
の
！=
偾
に
干
涉
し
乳
取
引
に
干
渉
せ
る
は
決
し
て
、不
當
視
す
可

.
&
に
非
ざ

る
な

K
V
O

斯
る
見
地
よ

$

し
て
我
が
攻
謙

®

來
の
施
設

i

れ
ば
頗
る
遺
槭
ビ
す
可
き
點
決
し
て
少 

な
力
ら
ず
。

.

過
去
兩
三
年
ま
の
我
が
產
業
界
を

«

れ
«:

好
最
氣
に
伴
ふ
投
機
^
勃
典
の
形
跡 

は
既
に
大
版
內
閣
治
下
の
で
半
期
に

.
於
て

.明
に
其
端
緒
を
示
せ

.
る
も
の
ぁ
り
。
徉
つ
て
當
路 

密

は

旣

.に

其

當

間

よ

6

し
て

®

派
の

,

を
關
き
き
時
適
堂
の
調
節
斯
に
着
手

.
す
可
か

6

し
な 

ぅ
。

然
る
に
事
此
に
出
で
ず
。

却
つ
て
漫
然
好
：棒
氣
の
氣
運
に
眩
篆
し
て
只
管
之
を
謳
歌
す 

る
に

«

ぎ
ざ
ぅ
し
は
正
に
第

|

着
の
先
策

«:
6

。
.超
え

.
て
現
寺
內
內
,

：

の
成
立
に
及
び
其
當 

r

^

は
逢

®

な
が
ら
も
直
に
金
融

.
調
節

§

策
に
出
で
し
も
、投
機
の
勢
旣
に
其
白
熱
點
に
達
せ 

る
辑
的
の
株

'式
界
の
一
度
恐

‘
條
狀
飽
に
陷

&

.
ん
ミ
す
る
形
勢
：竺
不
ず
ゃ
、忽
遥
其
緊
縮
の
手
を

綏
め
て
、爾
來
通
貨
の
緊
與
信
用
の
制
限
亦
再
び
充
办
な
る
を
得
ざ
り
し
キ
亦
遺
减
ビ
す
可

& 

も
の
な
き
に
：

^
す
觅
に
最
近
に
至
办
當
時
の
大
問
、題
ビ
爲
れ
る
物

.價
調
節
策
、海
運
調
ぶ

』

 

丨
铲
手
せ
ん
と

4

る
に
至
れ
る
も
是
又

©B
に
物
價
の
昂
騰
、運
賃
，の
騰
貴
共
に
正
に
其
竭
頂

r
 

近
、つ
け
る
の
観
あ
る
時
に
際
し
て
初
て
行
は
れ
た
る

が
故
に
、空
じ
く
不
笨
を
加
ふ
る

1

來 

ビ
爲

h

て
矛
た
實
效
の
充
分
に

ft
め
ら
る
、

7
P0.
な
き

-は
羅
竟
施
す
可

^.
時
機
徐

6

に

4

SH 

た
る
の
罪
と
い
ふ
可
ぐ
、少
次
く
ビ
も
產
業
界
の

不

安
を
緩
和
す
る
の
手
段

e

し
て
充
分
の

# 

染
を
之
に
說
む
る
を

^

ざ
る
は
吾
入
の
遺

«,
ど

す
る
所
な
り
。

嬰
す
る
に
我
か

.
政
府

0,
最
近
實
施
せ
る
諸
策
は

'政
策
其
物
に
於
て

'洗
し
で
弗
議
す
可
き
他 

質
の
も
の

R

弊
す
。
雜
て
來

〗

る
可
き
好
景
氣
の
反
動
に
對
す
る
調
和
策

ど
し
て
當
然
實
施
す 

可

&

性
質
の
も
の
な
れ
ど

b

唯
-慽
ら
く
は
其
實
施
の
時
期

.

.當
を
得
ざ
ぅ

_し
が
«
ニ
服
前
に

色
 

れ
る
產

m

界
の
不
安
緩
和
の
手
段
ビ
爲
ら
ず
し
て
却
つ
て
其

■

發
の

一
近
囪
ビ
爲

6

た
る
な 

り
。
然
れ
ど
菩
人
を
以
て
之
を

«

れ
ば
、此

.等
諸
策
の
實
施
は

縱
分
a

時
機

遲
：れ
た

A

 

£

す

る 

も
全
然
之
を
實
施
せ
ざ

'
る
に

®

る

も

の

あ

、
る

を

覺

え

ざ

るt

得

ず

。
藍

し

此
0 
0

0

の
實
施
な 

力

&

し
な
ら
ん
に
は

.世
人
の
好
景
氣

.に
醉
ふ
.の
期
間
は
或
は
一
日
の
長
き
を
得
た

る
な
る

可 

し
と
雖
も
、旣
に

2

度
を
超
え
て
遙
に
奔
騰
せ
名
物
價
の

M

に
一
層
の
奔
騰
は
來
る
可
き
反 

■
暴
袼
の
勢
を
取
に
鹗
し
く
甚
だ
し
か
ら
し
む
る
も
の
あ
る

可

し
。
#

落
の

勢

來
だ
激

成
せ
ら 

.龄
1

怨

，(

l
^
H
H

)

詒

説

所

？

i
5錫
界
の
不
安

, 

婼
十
ニ
號
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.

れ
ざ
る
ん
先
立
ち
、先
づ
此
植
の
政
'策

K

着
手

b

て
世
間

.の

投
機
讀
流
お
戒
钸
し
、其
奔
.逸
を
制 

限
し
て
將
來
の
反
動
を
小
次
か
ら
し
め
た
る
其
效
用

は

寄
人
之
を

0
め
ざ
，る
を
得
ざ
る
な
丸

く

さ
は
れ
、產
業
界
の
前
途
の
不
明
は
不
安
の
一
大

M

因 

前
途
も
亦
可
及
的

.
之
を
明

»

S
&

し
め
ざ

#
る
可
ら

t
o 

の
方
針
範
圍
及
び
眼
度
の
明
に

一

«

R

知
悉
せ
ら
れ
ざ 

度
の

一

般

R

知
' 

了
せ
ら
れ
ざ
る
、何
れ
も
典
に
不
安
の
一 

ば

政
府
當
局
者
は
此
等
政
策
の
適
.用
に
就
き
て
充
分
明 

生
ず
る
不
安
の
念
を
一
掃
す
る

^

勉
め
ざ
る
可
ら
ず
；

が
當
敗
潜
の
施

設
®

m
は
.
其
公
布
す
る
法
文
の
规
定

V」

に
非
ざ
る
な

K
y 

o 

,

然
ト
而
し
て
吾
人
は
此
產
業
界
の
不
安
救
濟
に
關
し 

る
と
典
に
、觅
に
ー
方
に
於
て
我
が
民
間
企
業
家
に
對
し 

#*

の
^

益
獲
得
に
の
み
着
服
す
る
こ
と
な
く
、遠
き
將
來

ざ
る
を
得
ず
パ
蓋
し
民
問
企
業
家
の
愼
重
公
明
な
る
飽
度
は
好
景
氣
反
動
の
豫
防 

將
た
又
其
豫
防
政

.策
，の
實
施
に
於
て
も
最
も
有
效
の
名
の

た

る

を
感
ず
れ

ば
な
う

。.

.(

大
IE
-
六
年
十
兄
十
八

H

稿
}

な

t

從
つ
て
政
府
の
.施 

船
舶
管
理
令
、物

{1
調
節
令 

■

る

、

將
た
又
金
輸
出
禁
止
令 

1?
/2
ら
ざ
る

^

得
ざ

る
 

瞭
に
其
態
度
を
公
'示

し，
以 

此
點
ょ
ぅ
觀
れ
ば
最
近
に 

典
に

一

般
に
明
確
を
缺

の繰斯 
利返の 
益し如 
を：て < 
顧其政 
M 責府 
せ任當 
ん を路 
こ重漭 
ビんに

設

I
k

jt
の 

等
の
適
川 

の
適
用
程 

次
第
な
れ 

て

之
が

6
. 

於
け
る
我 

の
慽
な
き

盟
む
所
あ 

じ
徒
に
服 

を
切

M

せ 

に
於
て
も

—

-
- 
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所
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以
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論
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所
得
は

m

f

し
て
、外
部
ょ

U

る

f

 

t 

u

s

實
不
可
，

る

V」

以
て
；勢
び

m

m
者
の
净
吿
に

f
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か
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し

t
以
ブ

I

の
公
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期
す
る
爲
め
に
、外

都

ょ

上

i

に
識
別
す 

i
木

へ

I

形

物

に
、課

税
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標
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求
む
る
乙
ビ
は
、蓋
し
己
む
を

|

る
の
方
法
な
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^
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.
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1

其

|
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何
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